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我々、オーストラリア、ブルネイ・ダルサラーム、カナダ、チリ、日本、マレ

ーシア、メキシコ、ニュージーランド、ペルー、シンガポール、米国、ベトナ

ムの首脳は、環太平洋パートナーシップ交渉が完了に向かっていることを本日

公表できることを喜ばしく思う。閣僚と交渉官は、すべての条約文案と、物品、

サービス、投資、金融サービス、政府調達、一時的入国の参加各国の市場への

アクセスに関する付属文書について、ここ数ヶ月間、大きく進展させた。我々

は、2011 年にホノルルで設定した目標を達成し、協定の利益が完全に共有され

ることを確保し、かつ発展段階の多様性に配慮する、包括的でバランスの取れ

た地域協定を、年内に妥結することを目的に、これから交渉官は残された困難

な課題の解決に取り組むべきであることに合意した。 

 

最終的な環太平洋パートナーシップ協定は、各国の新旧の貿易と投資の課題に

対応し、雇用の維持・創出を支え、経済発展を促進するための、包括的で次世

代のモデルを作り上げるという、我々の共通の構想を反映するものでなければ

ならない。可能な限り深く広範な貿易と投資の自由化は、各国の大小製造業者、

サービス提供者、農業従事者及び農場経営者、また、労働者、イノベーター、

投資家及び消費者にとって最大限の利益を確保することとなろう。 

 

我々は、環太平洋パートナーシップを、その高い野心と新たな貿易上の規律に

関する先駆的な基準により、将来の貿易協定のモデルであり、アジア太平洋自

由貿易圏を構築するというＡＰＥＣの目標への有望な道筋として見ている。

我々は、この重要な交渉に対して関心が高まっていることに励まされており、

ＴＰＰに将来参加する可能性について関心を表明する他のアジア太平洋諸国

と接触している。 

 

この地域のステークホルダーは、交渉会合の際や各国国内において、ＴＰＰ交

渉チームに対して価値あるインプットを行ってきた。我々は、これらの交渉を

妥結するべく取り組むにあたり、国民の関心に適切に対応する最終的な協定を

作り上げるため、ステークホルダーとの協議を更に強化する。我々は、交渉妥

結後、各国それぞれの国内手続と整合的な形で、我々の作業の成果について審

査と検討が行われることを楽しみにしている。 


